
ＳＤＳ Ｎｏ．９２８８    １/８ 

作成年月日    ２００８年１２月１１日 

改訂年月日    ２０２３年 ８月 ４日 

 

 

１．化学品及び会社情報 

    製造者情報     会     社    

                   住     所   大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

                   担当部門    マーケティンググループ 

                   お問い合わせ窓口   ホーザンテクニカルホットライン 

                   電話番号    ０６（６５６７）３１３２ 

製品番号       Ｚ-２８８ 

製品名         エアダスター 

 

２．危険有害性の要約 

  ＧＨＳ分類 

   物理化学的危険性 ： 可燃性ガス    ： 区分１ 

   ： 可燃性エアゾール   ： 区分に該当しない 

     高圧ガス    ： 液化ガス 

   健康に対する有害性 ： 特定標的臓器(単回ばく露)  ： 区分３（麻酔作用） 

   環境に対する有害性 ： ＧＨＳ分類基準に該当しない、または分類できない 

ＧＨＳラベル要素 

   絵表示又はシンボル ：  

 

               （適用除外） 

  注意喚起語  ： 危険 

  危険有害性情報 ： 極めて可燃性の高いガス 

高圧ガス ： 熱すると破裂するおそれ 

眠気及びめまいのおそれ 

注意書き 

   安全対策  ： 熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。 

ガスの吸入を避けること。 

屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。 

   応急措置  ： 吸入した場合 ： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

気分が悪いときは医師に連絡すること。 

漏洩ガス火災の場合：漏えいが安全に停止されない限り消火しないこと。 

漏えいした場合、着火源を除去すること。 

   保管   ： 換気の良い場所で保管すること。 

容器を密閉しておくこと。 

     施錠して保管すること。 

     日光から遮断し、４０℃以下の換気の良い場所で保管すること。 

   廃棄   ： 内容物／容器を廃掃法などの法規制に従って廃棄すること。 

  

 安全データシート（ＳＤＳ） 
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ＧＨＳ分類に関係しない又はＧＨＳで扱われない他の危険有害性 

   ： 知見なし 

    

３．組成及び成分情報 

  単一製品・混合物の区分 ： 混合物 

  含有成分及び含有量 

  

化審法 安衛法

ジメチルエーテル（ＤＭＥ） １１５-１０-６ （２）-３６０ （２）-３６０

二酸化炭素（ＣＯ２） １２４-３８-９ （１）-１６９ （１）-１６９

官報公示整理番号
化学名又は一般名 ＣＡＳ Ｎｏ．

含有量
（質量％）

企業秘

 

４．応急措置 

  吸入した場合         ： 空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

気分が悪いときは医師に連絡すること。 

  皮膚に付着した場合 ： 製品の形状から常温・常圧ではガスなので、通常の使用において該当しないと考えられる。 

液体で接触した場合は石けんと水で洗い流すこと。 

刺激が続く場合には医師の診察/手当てを受けること。 

  眼に入った場合  ： 液体に接触した場合は水で洗うこと。 

眼の刺激が続く場合は医師の診察/手当てを受けること。 

  飲み込んだ場合       ： 常温・常圧ではガスなので、通常の使用において該当しないと考えられる。 

  急性症状及び遅発性症状の最も重要な徴候症状 

： 眠気又はめまいのおそれ。頭痛。吐き気、嘔吐。 

応急措置をする者の保護に必要な注意事項 

： 医療スタッフに物質が何であるかを伝え、自身の防保護措置にも注意喚起する。 

  医師に対する特別な注意事項 

： 一般的な処置および症状にあわせた適切な治療を施すこと。 

被災者の観察を続けること。 

症状は遅れて現れてくることがある。 

 

５．火災時の措置 

消火剤    ： 霧状水、泡消火剤、粉末消火剤、二酸化炭素（ＣＯ２） 

使ってはならない消火剤 ： 知見なし 

火災時の特有の危険有害性： 蒸気は、空気と混合し、爆発性混合物を生成することがある。 

蒸気は発火点までかなりの距離を移動し、フラッシュバックすることがある。 

火災の際は健康に有害なガスが生成することがある。 

特有の消火方法  ： 火災や爆発の場合、ヒュームを吸入してはならない。 

漏えいが安全に停止されない限り消火しないこと。 

安全に対処できるならば着火源を除去すること。 

危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

容器に発火するおそれがある。 

加熱により容器が破裂するおそれがある。 

破裂したボンベが飛翔するおそれがある。 

容易に着火し、火災は見え難いので注意が必要である。 
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消火活動を行う者の特別な保護具及び予防措置 

   ： 火災の際は自給式呼吸器および全身保護衣を着用すること。 

  一般的な火災の危険性 ： 極めて可燃性の高いガス。 

内容物は加圧下に置くこと。 

容器は熱や炎にばく露すると破裂するおそれがある。 

  特定の消火方法  ： 通常の消火手順を用いること。 

影響を受けた他の物質の有害性を考慮すること。 

火炎にさらされた容器は消火が完了した後もしばらく水で冷却すること。 

 

６．漏出時の措置 

  人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置 

   ： 関係者以外の立ち入りを禁止する。 

流出/漏洩箇所から関係者以外を遠ざけ、風上に避難させること。 

全ての着火源(近くにあるタバコ、炎、火花、火)を除去すること。 

低い場所に保管してはならない。 

多くのガスは空気より重いため地面に沿って広がり低い場所または狭い区域(下水道、地下室、

タンク等)に集まる。 

清掃中は適切な保護具および防護服を着用すること。 

ガスの吸入を避けること。 

緊急時要員には自給式呼吸装置が必要である。 

適切な保護衣を着用せずに、壊れた容器または流出物に触らないこと。 

閉鎖された場所に入るときは事前に換気を行う。 

流出が著しくて回収できない場合は、地方自治体に連絡すること。 

個人用保護具については、本ＳＤＳの項目８を参照のこと。 

  環境に対する注意事項 ： 安全を確認してから、漏洩・流出を止める。 

下水や水路、地面に排出しないこと。 

  封じ込め及び浄化の方法・機材 

： より詳細な情報は､ＳＤＳ(製品安全データシート)を参照のこと。 

危険でなければ、漏れを止める。 

もし可能であれば、液体よりむしろガスを逃がすようにすること。 

水を噴霧し、蒸気を減少させるか蒸気雲の流れの向きを変えること。 

ガスが分散されるまで、その場所を隔離すること。 

全ての着火源(近くにあるタバコ、炎、火花、火)を除去すること。 

可燃性物質(木材、紙、油など)を流出物から遠ざけること。 

廃棄物の廃棄方法については、本ＳＤＳの項目１３を参照のこと。 
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７．取扱い及び保管上の注意 

  取扱い上の注意  ： ①１回の噴射は１～２秒に区切り、連続噴射はしない。 

連続噴射すると容器の温度が急激に低下することがある。 

容器を逆さに向けて連続噴射はしない。 

②噴射口より１０ｃｍ以上離す。 

③人体に使用しない。 

④空気と混合して爆発性ガスとなりやすいので、ガス漏れには厳重に注意すると共に、 

火花（静電気火花）、火気、アークを発するもの、高温物体、強酸剤との接近を避ける。 

通電中の製品機器類には使用しない。 

⑤閉め切った部屋で大量に使用しない。 

⑥人体に害があるのでガスを吸い込まないよう注意する。 

大量にガスを吸引すると酸欠により窒息死に至る可能性がある。 

⑦一度に大量に使用しない。 

⑧噴射したガスは空気より重く滞留しやすいため、機器内部に使用した場合は、内部 

に溜まっているガスを完全に放出してから電源を入れること。 

静電気や火花等でガスに引火し、爆発するおそれがある。 

特にシュレッダー等の気密性が高い機器には危険。絶対に使用しない。 

  保管上の注意  ： ①容器は立てて保管する。 

     ②容器は直射日光を避け、低温で換気の良い場所に保管する。 

     ③容器は乾燥した場所に保管し、湿気や水滴等による腐食を防止する。 

     ④容器は、常に温度を４０℃以下に保つ。 

     ⑤容器は、転倒等による衝撃及びバルブの損傷を防止する措置を講ずる。 

     ⑥熱、火花、炎が近くにないこと。 

     ⑦幼児の手の届かないところに保管する。 

安全な容器包装材料 ： 高圧ガス保安法で規定されている容器を使用する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

許容濃度等（ＤＭＥ） ： 設定されていない。 

許容濃度等（ＣＯ２） ： 日本産業衛生学会（２０１９年版） ： ５０００ｐｐｍ 

ＡＣＧＩＨ（２０１９年版） ＴＬＶ-ＴＷＡ ： ５０００ｐｐｍ ＴＬＶ-ＳＴＥＬ : ３００００ｐｐｍ 

ＮＩＯＳＨ（米国国立労働安全衛生研究所） ＩＤＬＨ ： ４００００ｐｐｍ（脱出限界許容濃度） 

ＴＷＡ（Ｔｉｍｅ Ｗｅｉｇｈｔｅｄ Ａｖｅｒａｇｅ） 

： 通常８時間労働又は４０時間週労働にわたって時間平均値を求めた許容し得るばく露濃度。 

ＳＴＥＬ（Ｓｈｏｒｔ Ｔｅｒｍ Ｅｘｐｏｓｕｒｅ Ｌｉｍｉｔ） 

： 労働者が短時間の間に連続的にばく露した時、刺激や慢性又は不可逆的な臓器障害を 

受けずにすむ濃度。（一般的には１５分間） 

ＩＤＬＨ（Ｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙ Ｄａｎｇｅｒｏｕｓ ｔｏ Ｌｉｆｅ ａｎｄ Ｈｅａｌｔｈ） 

： 主として人のデータを元に、 ３０分以内に脱出不能な状態、あるいは、不可逆的な 

健康障害をきたすことなく脱出できる限界濃度として、 ＮＩＯＳＨとＯＨＳＡが提案している値。 

この濃度を越す場合は完全な呼吸用保護具を使用する。 

ばく露限界値  ： 含有成分に関してばく露限界は設定されていない。 

設備対策  ： 設備・換気扇の電気設備には、防爆構造のものを用いる。 
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保護具 

 呼吸用保護具  ： 有機ガス用防毒マスク 

 手の保護具  ： 保温用手袋を着用すること。 

 眼、顔面の保護具 ： 保護眼鏡(ゴーグル、保護面) 

 皮膚及び身体の保護具 ： 作業衣、安全帽(ヘルメット)、安全靴／ゴム長靴、ゴム前掛け 

        

９．物理的及び化学的性質 

ジメチルエーテル 二酸化炭素

物理状態 気体 気体

形状 ガス状、液化ガス ガス状、液化ガス

色 無色 無色

臭気 やや甘味臭 水と作用して弱い酸味と刺激臭を有する

融点/凝固点 －１４１.５℃ －５６.６℃（三重点）

沸点、初留点と沸騰範囲 －２４.８２℃ －７８.５℃（昇華点）

可燃性 可燃性ガス なし

燃焼範囲
上限/下限

上限：２７.０ｖｏｌ％
下限：３.４ｖｏｌ％

なし

燃焼又は爆発範囲
上限/下限

知見なし
知見なし

なし

引火点 －４１.１℃（密閉式） なし

自然発火温度（発火点） ３５０℃ なし

分解温度 データなし ２０００℃で約２％が一酸化炭素に分解される

ｐＨ データなし ３.７（２５℃ ０.１０１３Ｍｐａ、飽和水）

溶解性（水）
７.０ｇ/Ｌ（１８℃）
３５ｗｔ％（２４℃、５気圧）

０.８７８Ｌ/Ｌ
水（２０℃、０.１０１３Ｍｐａ）

ｎ-オクタノール/水分配係数 ０.２ ｌｏｇ Ｐｏｗ ０.８３

蒸気圧
１９３０ｍｍＨｇ（２５７ｋＰａ）（０℃）
３８００ｍｍＨｇ（５０７ｋＰａ）（２０.８℃）

１.９６７Ｍｐａ ａｂｓ（-２０℃）
５.７３３Ｍｐａ ａｂｓ（２０℃）

密度 知見なし 知見なし

相対密度 知見なし 知見なし

相対ガス密度 １.５９（空気＝１） １.５３（０℃、０.１０１３Ｍｐａ、空気＝１）

その他のデータ

爆発性状 爆発物ではない 爆発物ではない

燃焼熱 ７.５５ｋｃａｌ/ｇ（３１.５８４ｋＪ/ｇ） なし

蒸発熱 １１１.６４ｃａｌ/ｇ（４６７.３３Ｊ/ｇ） なし

比重（密度） ０.６７（２０℃ 液体） なし

 

 

１０．安定性及び反応性 

反応性  ： 本製品は、通常の使用、保管および輸送条件下では安定である。 

化学的安定性  ： 通常状態で安定 

  危険有害反応可能性 ： 一般的な使用条件下では、危険な反応は知られていない。 

避けるべき条件  ： 加熱、スパーク、裸火、その他の発火源を避けること。 

分解温度を超える温度を避けること。 
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引火点を超える温度を避けること。 

混触危険物質との接触。 

混触危険物質         ： 強酸化剤 

危険有害な分解生成物 ： 通常（使用・保管）条件での分解はない 。 

 

１１．有害性情報 

ジメチルエーテル 

急性毒性  ： 吸入ラットＬＣ５０ ： ３０８ｍｇ/Ｌ 

皮膚腐食性・刺激性   ： 知見なし 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  

： 知見なし 

    呼吸器感作性 ： 知見なし 

    皮膚感作性  ： 知見なし 

    生殖細胞変異原性 ： 知見なし 

    発がん性  ： 知見なし 

    生殖毒性  ： 知見なし 

    特定標的臓器毒性 

 単回ばく露 ： 眠気又はめまいのおそれ 

 反復ばく露 ： 知見なし 

    誤えん有害性  ： 知見なし 

 二酸化炭素 

    急性毒性 

      空気中の二酸化炭素濃度により、人体に対して次のような影響を及ぼす。 

 二酸化炭素濃度（％） 

０.０４   正常空気 

   ０.５     長期安全限界（ＴＬＶ-ＴＷＡ） 

   １.５     作業性及び基礎的生理機能に影響を及ぼさずに長時間にわたって耐えることができるが、カルシウム・ 

リン代謝に影響の出る場合がある。 

   ２.０   呼吸が深くなる ： １回の呼吸量が３０％増加 

   ３.０     作業性低下 ： 生理機能の変化が体重、血圧、心拍数などの変化として現れる。 

   ４.０     呼吸がさらに深くなる。呼吸数が増加して、軽度のあえぎ状態になる。相当な不快感。 

   ５.０     呼吸が極度に困難になる。重度のあえぎ。多くの人がほとんど耐えられない状態になる。 

吐き気の出現する場合がある。３０分のばく露で中毒症状。 

   ７～９    許容限界 ： 激しいあえぎ ： 約１５分で意識不明。 

   １０～１１ 調整機能不能 ： 約１０分で意識不明 

   １５～２０ さらに重い症状を示す。１時間では致命的ではない。 

   ２５～３０ 呼吸低下 ： 血圧低下 ： 昏睡 ： 反射能力喪失 ： 麻痺 ： 数時間後に死に至る。 

皮膚腐食性・刺激性 ： 知見なし 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  

： 知見なし 

呼吸器感作性 ： 知見なし 

    皮膚感作性  ： 知見なし 
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    生殖細胞変異原性 ： 知見なし 

    発がん性  ： 知見なし 

    生殖毒性  ： 知見なし 

    特定標的臓器毒性 

  単回ばく露 ： 区分３（麻酔作用） 

  反復ばく露 ： 知見なし 

    誤えん有害性  ： 知見なし 

 

１２．環境影響情報 

  生態毒性  ： 本製品は環境に有害であるとは分類されていない。 

しかし、大量の流出により環境に有害な影響を与える可能性を排除するものではない。 

  残留性・分解性 

 ＢＯＤ  ： ０％／２８ｄａｙｓ. 

ＴＯＣ  ： ８％／２８ｄａｙｓ 

ＧＣ  ： ７％／２８ｄａｙｓ 

  生体蓄積性  ： 知見なし 

  土壌中の移動性  ： 知見なし 

  オゾン層への有害性 ： 知見なし 

  他の有害影響  ： 知見なし 

 

１３．廃棄上の注意 

  火気のない屋外で、噴射音が完全に消えるまでボタンを押してガスを抜いてから、法規制に従って廃棄する。 

廃棄物処理法の許可を受けた業者に処理を委託すること。 

もしくは各自治体の分別・廃棄方法に従うこと。 

 

１４．輸送上の注意 

  国際規制 

   国連分類         ： ２.１ 

   国連番号   ： １９５０ 

   品名      ： エアゾール 

   海洋汚染物質  ： 非該当 

国内規制 

   陸上輸送         ： 高圧ガス保安法の規制に従う。 

   海上輸送        ： 船舶安全法の規制に従う。 

   航空輸送  ： 航空法の規制に従う。 

  輸送の特定の安全対策及び条件 

： 容器の破損、漏れがないことを確かめ、衝撃、転倒、落下破損のないように積み込み、 

荷崩れ防止を確実に行い、火気、熱気、直射日光に触れさせない。 
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１５．適用法令 

労働安全衛生法 ： 施工令別表第1危険物（可燃性ガス）・・・ジメチルエーテル 

酸素欠乏症防止規則、事務所衛生基準規則・・・二酸化炭素 

     法第５７条（名称等を表示すべき有害物） 

非該当 

法第５７条の２（名称等を通知すべき有害物） 

非該当 

化学物質排出把握管理促進法（ＰＲＴＲ法） 

   ： 非該当 

消防法  ： 非該当 

航空法  ： 施工規則第１９４条 告示別表 第１、第２（高圧ガス） 

高圧ガス保安法  ： 第３条（適用除外） 政令関係告示 第４条 

船舶安全法  ： 危険物船舶輸送及び貯蔵規則（危規則）第３条 告示別表第１、第２（高圧ガス） 

 

  製品中の含有量や使用・保管する総数などの諸条件、また法令の改正により、必ずしも適用されるものではありません。 

詳しくは各法令をご確認ください。 

 

１６．その他の情報 

引用文献    ： 安全データシート ジメチルエーテル 三菱ガス化学株式会社 
       安全データシート炭酸ガス 昭和電工ガスプロダクツ株式会社 

 
記載内容は、現時点で入手できる資料・データ等に基づいて作成しておりますが、製品の適応性・安全性を保証するもの 
ではありません。取扱いには十分注意してください。 
このデータの使用による損失や損害について一切責任を負いません。ご使用者の責任において安全対策を実施の上、 
取扱い願います。 

 




